
環境的側面

地球環境の保全のために
JFEグループは、環境理念「地球環境の向上を経営の重要課題と位置付け、
環境と調和した事業活動を推進することにより、豊かな社会づくりをめざします」のもと、
地球環境の保全に一層努め、環境と調和した企業の発展をめざします。

環境理念

環境方針
１．すべての事業活動における環境負荷低減
現在および将来の環境負荷の低減に努めるとともに、
環境負荷低減のための革新的な技術開発を推進します。

２．技術、製品による貢献
最先端の技術、設備および環境調和型商品の開発・提供によって、
より良い環境づくりに貢献します。

３．省資源、省エネルギー事業による貢献
地球環境を視野に入れたリサイクル事業およびエネルギー供給事業を推進し、
省資源および省エネルギー社会の構築に貢献します。

４．社会とのコミュニケーションの促進
地域社会の一員として、市民、行政、企業との連携を図り、
地域のより良い環境づくりに貢献します。

５．国際協力の推進
環境技術移転など国際協力を積極的に推進し、
地球規模の環境保全活動に貢献します。

JFEグループは、地球環境の向上を経営の重要課題と位置付け、環境と調和した
事業活動を推進することにより、豊かな社会づくりをめざします。

CSRレポート 環境報告

JFEグループ CSRレポート環境報告
（PDF・電子ブック）では、環境的側面に
ついて、より詳細な情報を掲載しています。
URL http://www.jfe-holdings.co.jp/

environment/report.html
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　JFEグループは、「グループCSR会議」のも
と、JFEホールディングスの社長を議長とする
「グループ環境委員会」を設置するとともに、事
業会社・関連会社にも「環境委員会」を設置し、

環境目標の設定、達成状況のチェック、グルー
プ全体の環境パフォーマンス向上など、環境に
関する諸問題の解決に取り組んでいます。

　2009年度は、環境関連設備投資額が306億
円、費用は904億円で、全設備投資に占める環
境関連設備投資の割合は約18％です。なお、

2009年度の活動の結果、省エネルギー効果は
金額換算で8億円と見積もっています。

環境マネジメント組織体制

省エネルギー投資累計額
主な内容 投資額 費用額

自社の業務に
関わるもの

お客様や一般社会の
活動に関わるもの

マネジメント
地球温暖化防止
資源の有効活用
環境保全
その他
研究開発
社会活動
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環境負荷の監視・測定、EMS関連、環境教育・啓発など
省エネルギー・エネルギー有効利用など
工業用水の循環、自社内発生物のリサイクル、廃棄物管理など
大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下の防止
賦課金など
環境保全・省エネルギー・地球温暖化防止のための技術開発
自然保護・緑化活動支援、情報公開、展示会、広報など

合　計

ここに掲載している環境会計は以下の考え方に基づいて算出しています。
対象期間 ： 2009年4月～2010年3月
集計対象 ： コストは、JFEの製鉄所における環境関連投資および費用。ただし、研究開発については全社分としています。
※ 効果については推計に基づく「みなし効果」や「リスク回避効果」などは算定していません。
※ プロセス全体が従来に比べて省エネルギーとなった設備投資でも、老朽更新などほかに主目的がある場合は含めていません。
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環境マネジメント体制の構築・運用状況
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